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１．環境経営方針 

環境経営方針

株式会社 内山製作所は、地球環境保全が人類共通の最重要

課題であることを認識し、当社の事業活動のあらゆる分野で、環

境に配慮した行動に努め、住み良い環境の実現とその環境の

次世代・次々世代への継承に貢献します。 

１．当社の主力事業である、レーザー加工・板金加工・溶接の事業活動を通じて、環境 

経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目標・環境活動計画を定め継続的な改善に努め

ます。 

２．関連する環境の法規制を遵守し、環境汚染の防止や、環境保全の継続的改善を図ります。 

３．事業活動のなかで、特に以下の項目を重点的なテーマとして環境経営目標を設定し取組、必要

があれば目標を見直すなど継続的に改善向上をはかっていきます。 

① 電力、燃料使用量削減による、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

② 事業活動から排出される廃棄物量の削減に努めます。 

③ 節水活動による水使用量の削減に努めます。 

④ 事業活動で使用する化学物質の削減に努めます。 

⑤ 生産活動での原材料の端材等の削減に努めます。 

４．環境教育を通じて全社員にこの環境方針を周知させると共に、環境教育を実施し、知識・認識の

向上に努め、環境保全活動への認識の向上に努めます 

この環境方針は、全社員に周知徹底するとともに、一般に公表します 

制定：2010 年 4 月 28 日 

改訂：2018 年 1 月 16 日 

株式会社 内山製作所 

代表取締役 内山 進
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２．事業概要 

  １）事業者名及び代表者名 

     株式会社 内山製作所             設立日 ： 昭和 60年 1月 16 日 

     代表取締役 内山 進              資本金 ： １，０００万円 

  ２）所在地 

本社・本社工場 ：〒374－0072 群馬県館林市大新田町 61-1 

群馬第 1工場 ：〒370－0614 群馬県邑楽郡邑楽町赤堀 3261-1 

群馬第 2工場 ：〒374－0042 群馬県館林市近藤町 372-5 

群馬第 3工場 ：〒370－0042 群馬県館林市近藤町 642-2 

群馬第 4工場 ：〒370－0078 群馬県館林市傍示塚町 125 

群馬第 5工場 ：〒370－0614 群馬県邑楽郡邑楽町大字赤堀字大谷原 4029-1 

栃木第 1工場  ：〒327－0816 栃木県佐野市栄町 13-4 

栃木第 2工場 ：〒327－0003 栃木県佐野市大橋町 1996 

近藤倉庫 ：〒374－0042 群馬県館林市近藤町 178-185 

３）環境管理責任者及び事務局 各工場長 

     環境管理責任者 ： 首藤 広一 

     ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 事務局 ： 野原 英明 菅原 裕樹 

本社・本社工場管理責任者 ： 首藤 広一

群馬第 1工場管理責任者 ： 長野 博幸 

群馬第 2工場管理責任者 ： 福井 将洋 

群馬第 3工場管理責任者 ： 長野 博幸 

群馬第 4工場管理責任者 ： 世利 高志 

群馬第 5工場管理責任者 ： 梁瀬 久 

栃木第 1工場管理責任者 ： 牧 康典 

栃木第 2工場管理責任者 ： 廣瀬 栄 

近藤倉庫管理責任者 ： 首藤 広一 

４）連絡先 

     TEL  ： 0276-56-4414 

     FAX  ： 0276-56-4415 

     E‐mail：  https://uchiyamass.com/

５）事業活動の内容 

    建設機械部品・自動車部品・建築部材等のレーザー加工、板金加工、溶接・製函・アングル加工 
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７）事業規模 

活動規模 単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

生産量 ｔ 19,806.4 23,948.0 19,896.5 22,478.1 27,234.0

売上高 百万円 5,442 6,963 6,360 6,989 10,201

従業員 人 357 413 456 456 520

床面積(合計） 40,722 40,722 40,722 76,123 76 ,123

敷地面積(合計） 83,793 83,793 83,793 83,793 83 ,793

本社　　　　　　　　床面積(合計） 21,481 21,481 21,481 56,882 56 ,882

本社　　　　　　　　敷地面積(合計） 39,898 39,898 39,898 39,898 39 ,898

群馬第1工場　　　床面積(合計） 6,350 6,350 6,350 6,350 6 ,350

群馬第1工場　    敷地面積(合計） 10,830 10,830 10,830 10,830 10 ,830

群馬第2工場　　　床面積(合計） 2,900 2,900 2,900 2,900 2 ,900

群馬第2工場　　　敷地面積(合計） 5,177 5,177 5,177 5,177 5 ,177

群馬第3工場　　　床面積(合計） 1,770 1,770 1,770 1,770 1 ,770

群馬第3工場　　　敷地面積(合計） 6,420 6,420 6,420 6,420 6 ,420

群馬第4工場　　　床面積(合計） 1,685 1,685 1,685 1,685 1 ,685

群馬第4工場　　　敷地面積(合計） 4,140 4,140 4,140 4,140 4 ,140

群馬第5工場　　　床面積(合計） 810 810 810 810 810

群馬第5工場　    敷地面積(合計） 1980 1980 1980 1980 1980

栃木第1工場　　　床面積(合計） 2,620 2,620 2,620 2,620 2 ,620

栃木第1工場　    敷地面積(合計） 7,934 7,934 7,934 7,934 7 ,934

栃木第2工場　　　床面積(合計） 2,100 2,100 2,100 2,100 2 ,100

栃木第2工場　　　敷地面積(合計） 3,520 3,520 3,520 3,520 3 ,520

近藤倉庫　　　床面積(合計） 1,006 1,006 1,006 1,006 1 ,006

近藤倉庫　     敷地面積(合計） 3,894 3,894 3,894 3,894 3 ,894
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３. 対象範囲（認証・登録範囲） 

 1） 適用事業範囲は、下記事業所の全組織・全活動 

本社・本社工場 ：〒374－0072 群馬県館林市大新田町 61-1 

群馬第 1工場 ：〒370－0614 群馬県邑楽郡邑楽町赤堀 3261-1 

群馬第 2工場 ：〒374－0042 群馬県館林市近藤町 372-5 

群馬第 3工場 ：〒370－0042 群馬県館林市近藤町 642-2 

群馬第 4工場 ：〒370－0078 群馬県館林市傍示塚町 125 

群馬第 5工場 ：〒370－0614 群馬県邑楽郡邑楽町大字赤堀字大谷原 4029-1 

栃木第 1工場  ：〒327－0816 栃木県佐野市栄町 13-4 

栃木第 2工場 ：〒327－0003 栃木県佐野市大橋町 1996 

近藤倉庫 ：〒374－0042 群馬県館林市近藤町 178-185 

2） 活動レポートの対象期間及び発行日 

     対象期間：2021 年 6月 1日から 2022 年 5月 31 日    

発行日：2022 年 7 月 29日 
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４． 環境負荷の調査結果と取組み状況まとめ 

環境負荷削減の目標及び環境活動計画を策定するため、過去 5年間の環境負荷実績の調査結果と 

6 月に実施した環境への取組み状況まとめは下表の通りです。 

全社合計                        東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 5,314,139 7,148,546 7,275,722.04 7,409,856.32 7,884,891.86

kg-CO2 - - - - -

（木・紙・繊維屑） t 4.91 4.23 8.20 10.72 10.72

（動物性残さ） t - - 25.44 20.31 19.12

最終処分量 t 4.91 4.23 33.64 31.03 29.84

（屑・鉄） t 5,271.5 6,553.0 5616.58 6,515.00 7,957.95

（屑・ステンレス） t 6.2 3.4 4.39 2.64 4.27

（廃プラスチック） t 7.7 10.1 18.44 23.94 30.46

（汚泥） t 31.6 47.4 67.19 58.90 80.64

（廃油） t 8.2 7.2 14.52 8.20 23.75

（廃アルカリ） t 17.15

有価物 t - - -5620.97 -6,490.03 -7,933.03 

一般産廃最終処分量 t - - 100.15 118.65 181.19

（引火性廃油） t 4.2 5.8 9.20 10.80 14.44

（廃酸） t - - 8.01 0.00 0.22

（水銀含有物） t - - 0.03 0.00 0.00

特管産廃最終処分量 t 4.2 5.8 17.24 10.80 14.66

m3 7,073 9,495 15,817 19,979.00 18,857.00

m3 - - 264 239.00 209.00

m3 7,073 9,495 9,106 13,059.00 11,163.00

m3 - - 6,975 7,159.00 7,903.00

m3 - - - - -

ｷｼﾚﾝ kg 4928.03 6403.18 6525.24 5,986.47 7,925.46

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ kg 2759.72 3206.80 3251.61 2,967.69 3,494.76

ﾄﾙｴﾝ kg 3015.06 3908.18 4550.96 3,963.06 5,200.05

1.2.4ﾄﾘﾒﾁﾙﾍ゙ﾝｾﾞﾝ kg 513.11 757.53 854.99 730.01 866.93

1.3.5ﾄﾘﾒﾁﾙﾍ゙ﾝｾﾞﾝ kg 96.20 168.07 197.10 182.70 213.69

2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ酸 kg 4.02 9.52 3.60 2.56 1.60

n-ﾍｷｻﾝ kg 175.68 192.64 140.64 91.94 125.44

MJ 106,391,014 133,279,180 135,053,908 140,426,373.24 151,971,257.37

MJ 9,710,140 10,526,218 9,852,863 16,306,983.90 18,740,249.29

MJ - - - - -

MJ - - - - -

t 19,806.4 23,948.0 19,896.5 22,478.08 27,234.01
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t 19,806.4 23,948.0 19,896.5 22,478.08 27,234.01
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

資源使用量

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

③－１　総排水量

③－２　水使用量

循環資源使用量

公共用水域

下水道(栃木第1のみ)

上水

工業用水

地下水

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料

その他

④主な化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

容器包装使用量

新エネルギー
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本社・本社工場                      東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 2,009,404 5,071,374 5,344,515.38 5,340,220.11 5,697,339.62

kg-CO2 - - - - -

（木・紙・繊維屑） t 4.91 4.23 8.20 10.72 10.72

（動物性残さ） t - - 25.44 20.31 19.12

最終処分量 t 4.91 4.23 33.64 31.03 29.84

（屑・鉄） t 5,271.5 6,553.0 5,616.58 6,515.00 7,957.95

（屑・ステンレス） t 6.2 3.4 4.39 2.64 4.27

（廃プラスチック） t 7.7 10.1 18.44 23.94 30.46

（汚泥） t 31.6 47.4 67.19 58.90 80.64

（廃油） t 8.2 7.2 14.52 8.20 23.75

（廃アルカリ） 17.15

有価物 - - -5,620.97 -6,490.03 -7,933.03 

一般産廃最終処分量 100.15 118.65 181.19

（引火性廃油） t 4.2 5.8 9.20 10.80 14.44

（廃酸） t - - 8.01 0.00 0.22

（水銀含有物） t - - 0.03 0.00 0.00

特管産廃最終処分量 t 5,329.4 6,626.9 17.24 10.80 14.66

m
3 2,269 5,583 13,307.00 17,690.00 16,648.00

m
3 - - - - -

m
3 2,269 5,583 6,332.00 10,531.00 8,745.00

m
3 - - 6,975.00 7,159.00 7,903.00

m
3 - - - - -

ｷｼﾚﾝ kg 4,928 6,272 6,525.24 5,986.47 7,925.46

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ kg 2,760 3,198 3,251.61 2,967.69 3,494.76

ﾄﾙｴﾝ kg 3,015 3,908 4,550.96 3,963.06 5,200.05

1.2.4ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ kg 513 652 854.99 730.01 866.93

1.3.5ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ kg 96 140 197.10 182.70 213.69

2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ酸 kg 4 7 3.60 2.56 1.60

n-ﾍｷｻﾝ kg 175.68 191.04 140.64 91.94 125.44

MJ 41,671,818 90,201,948 93,963,515.00 102,567,631.22 111,938,297.63
MJ 9,710,140 10,526,218 9,852,863.00 11,323,307.80 12,664,645.47

MJ - - - - -

MJ - - - - -

t 19,806.4 23,948.0 19,896.50 22,478.08 27,234.01
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t 19,806.4 23,948.0 19,896.50 22,478.08 27,234.01
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料

新エネルギー

その他

資源使用量
循環資源使用量

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

容器包装使用量

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量

群馬第 1工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 498,894 450,286 379,731 360,141.60 452,921.99

kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 1,202 1,077 1,064 805.00 647.00

m
3 - - - - -

m3 1,202 1,077 1,064 805.00 647.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 10,346,272 9,338,205 8,079,552 7,891,454.40 10,239,528.98
MJ - - - - -

MJ - - - - -

MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m

3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -容器包装使用量

資源使用量
循環資源使用量

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

シンナー

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料

新エネルギー

その他

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量
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群馬第 2工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 1,374,600 493,624 408,653 327,722.85 387,683.10

kg-CO2 - - - - -

（ビニール） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（屑・鉄） t - - - - -

（屑・ステンレス） t - - - - -

（廃プラスチック） t - - - - -

（汚泥） t - - - - -

（廃油） t - - - - -

（特別管理廃油） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 2,311 1,162 330 207.00 182.00

m3 - - - - -

m3 2,311 1,162 330 207.00 182.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 28,507,000 10,236,962 8,694,930 7,181,091.90 8,764,627.00
MJ - - - - -

MJ - - - - -

MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m

3
- - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

一般廃棄物

産業廃棄物

二酸化炭素

(                               )
①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

容器包装使用量

循環資源使用量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

資源使用量

環境負荷低減に資する製品等

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等

その他

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料

新エネルギー

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量

群馬第 3工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 179,841 180,460 176,821 498,594.47 592,783.35

kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m
3 328 247 248 208.00 184.00

m
3 - - - - -

m
3 328 247 248 208.00 184.00

m
3 - - - - -

m
3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 3,729,610 3,742,458 3,762,236 3,433,937.19 3,978,887.42
MJ - - - 4,983,676.10 6,075,603.82
MJ - - - - -

MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m

3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー

その他

容器包装使用量

資源使用量
循環資源使用量

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量
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群馬第 4工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 529,971 449,230 471,716 389,581.47 228,335.69

kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　） t - - - - -

（　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 476 945 492 528.00 732.00

m
3 - - - - -

m
3 476 945 492 528.00 732.00

m3 - - - - -

m
3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 10,990,756 9,316,304 10,036,735 8,536,543.31 5,162,146.96
MJ - - - - -
MJ - - - - -
MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m

3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

一般廃棄物

産業廃棄物

二酸化炭素

(                               )
①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

容器包装使用量

循環資源使用量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

資源使用量

環境負荷低減に資する製品等

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等

その他

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量

群馬第 5工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 185,583 165,426 167,439 186,407.13 204,389.39

kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 83 74 209 394.00 349.00

m3 - - - - -

m3 83 74 209 394.00 349.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 3,848,701 3,430,670 3,562,618 4,084,569.42 4,620,775.96
MJ - - - - -
MJ - - - - -
MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー
その他

容器包装使用量

資源使用量
循環資源使用量
利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量
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栃木第 1工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 222,402 215,518 207,319 196,252.88 185,464.31

Kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 - - - - -

m3 258 255 264 239.00 209.00

m
3 258 255 264 239.00 209.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 4,612,265 4,469,495 4,411,134 4,300,310.25 4,192,923.38
MJ - - - - -
MJ - - - - -
MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー
その他

容器包装使用量

資源使用量
循環資源使用量
利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量

栃木第 2工場                       東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 126,142 120,193 118,437 109,857.93 135,216.33

kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -

最終処分量 t - - - - -

m3 134 141 161 143.00 114.00

m3 - - - - -

m3 134 141 161 143.00 114.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

kg - - - - -

MJ 2,615,989 2,492,613 2,519,999 2,407,216.62 3,056,931.61
MJ - - - - -
MJ - - - - -
MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境負荷低減に資する製品等

利用された物質量
水の利用量

製品生産量等

その他

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー

容器包装使用量

循環資源使用量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

資源使用量

環境への負荷

一般廃棄物

産業廃棄物

二酸化炭素

(                               )
①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量
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近藤倉庫                 東京電力：購入電力の調整後排出係数：0.441（kg-CO2/kwh） 

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

Kg-CO2 3,308 2,436 1,090 1,077.90 758.08
kg-CO2 - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -
（　　　　　　　　　） t - - - - -
最終処分量 t - - - - -

（　　　　　　　　　） t - - - - -
（　　　　　　　　　） t - - - - -
最終処分量 t - - - - -

m3 12 11 6 4.00 1.00

m3 - - - - -

m3 12 11 6 4.00 1.00

m3 - - - - -

m3 - - - - -
kg - - - - -
kg - - - - -
kg - - - - -
MJ 68,604 50,526 23,189 23,618.93 17,138.43
MJ - - - - -
MJ - - - - -
MJ - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

⑦サイト内で循環的利用を t - - - - -
    行っている物質量等 m3 - - - - -

t - - - - -
t - - - - -

t - - - - -

環境への負荷

二酸化炭素

(                               )

一般廃棄物

産業廃棄物

①温室効果ガス排出量

②廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

公共用水域

下水道

上水

工業用水

地下水

塗料

シンナー

購入電力（新エネルギーを除く）
化石燃料
新エネルギー
その他

容器包装使用量

資源使用量
循環資源使用量
利用された物質量
水の利用量

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

③－１　総排水量

③－２　水使用量

④化学物質使用量

⑤エネルギー使用量

⑥物質使用量

⑧総製品生産量または
総商品販売量
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５． 環境目標とその実績    

当社の環境目標は、2020年度(2020年 6月～2021年 5月)から前年度より原単位1%削減を継続目標

設定しております。 

(1)環境目標と環境負荷・実績（短期）                              「 ：未達成」です 

電力排出係数は、東京電力の換算係数（0.441kg-CO2/kwh）を採用しています。 

取組項目 担当区分 2020 年度実績（基準値） 

（2020.6～2021.5） 

短期目標 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

短期実績 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

1-1.電気使

用量の削減 

本 社 

・ 

本社工場 

2020 年度基準

原単位 

1,471.97 （kwh/百万） 

4,680,869.74(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

1,457.25

原単位 

1,100.74(25.2%削減) 

4,951,332.92(kg-Co2) 

一言コメント：省エネタイプ設備の導入が奏功している。

群 馬 

第 ２ 工場 

2020 年度基準

原単位 

103.06 （kwh/百万） 

327,722.85(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

102.03 

原単位 

86.19(16.4%削減) 

387,683.10(kg-Co2) 

一言コメント：設備に大きな変更が無い為、日常の節電活動の成果が出ている。 

群 馬 

第 4 工場 

2020 年度基準 

原単位 

122.51 （kwh/百万） 

389,581.47(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

121.28 

原単位 

50.76(58.6%削減) 

228,335.69(kg-Co2) 

一言コメント：レーザー切断機の撤去による使用量減が大きい。 

栃 木 

第 2 工場 

2020 年度基準 

原単位 

34.55 （kwh/百万） 

109,857.93(kg-Co2)

1％削減 

原単位 

34.20 

原単位 

 30.06(13.0%削減) 

135,216.33(kg-Co2) 

一言コメント：デマンドの意識が浸透しつつある。 

群 馬 

第 5 工場 

2020 年度基準 

原単位 

58.62 （kwh/百万） 

186,407.13(kg-Co2)

1％削減 

原単位 

58.03 

原単位 

45.44(22.5%削減) 

204,389.39(kg-Co2) 

一言コメント：大型鋼板の切断量は前年比でやや減少した。 
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取組項目 担当区分 

2020 年度実績（基準値） 

（2020.6～2021.5） 

短期目標 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

短期実績 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

1-1.電気使

用量の削減 

群 馬 

第 1 工場 

2020 年度基準 

原単位 

113.25 （kwh/百万） 

360,141.60(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

112.12 

原単位 

100.69(11.1％削減) 

452,921.99(kg-Co2) 

一言コメント：ロボット溶接機の稼働の効率化で、省電力化が進んでいる

近藤倉庫 

2020 年度基準 

原単位 

0.34 （kwh/百万） 

1,077.90(kg-Co2)  

1％削減 

原単位 

0.34 

原単位 

0.17(50.3%削減) 

758.08(kg-Co2) 

一言コメント：不要、不在時の消灯等こまめな節電が出来ている

群 馬 

第 3 工場 

2020 年度基準 

原単位 

 49.28 （kwh/百万） 

156,714.29(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

48.79 

原単位 

39.13(20.6%削減) 

175,996.93(kg-Co2) 

一言コメント：ロボット溶接機の稼働の効率化で、省電力化が進んでいる 

栃 木 

第 1 工場 

2020 年度基準 

原単位 

     61.71 （kwh/百万） 

196,252.88(kg-Co2)

1％削減 

原単位 

61.10 

原単位 

41.23(33.2%削減) 

185,464.31(kg-Co2)

一言コメント：溶接機の稼働効率 UP により使用量自体も減少した。 

電気使用におけ

る排出 CO2 量 

全工場 

合計 
基準値：6,408,625.77(kg-Co2)  

実績値：

6,722,098.75(kg-Co2) 

1-2. 

燃料使用量の

削減 

E A 2 1 

事 務 局 

① 営業車・ﾄﾗｯｸ 

（ガソリンの削減）20 台 

2020 年度基準 

原単位 

1.96 （ﾘｯﾄﾙ/百万） 

31,816.76(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

1.94 

原単位 

1.28(34.6%削減) 

30,369.98(kg-Co2) 

一言コメント：不要不急の使用を控え、原単位も使用量も減少した。 

2020 年度基準    

①ﾄﾗｯｸ（軽油の削減）24 台 

2020 年度基準 

原単位 

37.83 （ﾘｯﾄﾙ/百万） 

682,114.00(kg-Co2) 

1％削減 

原単位 

37.45 

原単位 

31.38(17.1%削減) 

825,720.62(kg-Co2) 

一言コメント：目標は達成出来たが、使用量は増加傾向に有る。 

燃料使用におけ

る排出 CO2 量

全工場 

合計 
基準値：713,930.76(kg-Co2)  

実績値 

856,090.60(kg-Co2) 

排出 CO2 量 

総計 

全工場 

合計 
基準値：7,122,556.53(kg-Co2)  

実績値

7,578,189.35(kg-Co2) 
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取組項目 担当区分
20 年度実績（基準値） 

（2020.6～2021.5） 

短期目標 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

短期実績 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5）

2.廃棄物量

の削減とリサ

イクル化 

全 社 

2020 年度基準      

①用紙使用量の削減 

原単位 

175.46（枚/百万） 

1％削減

原単位 

173.71 
原単位 

101.18(42.3%削減)

一言コメント：徐々にだが、デジタル化による使用枚数削減効果が出ている。 

2.廃棄物量

の削減とリサ

イクル化 

全 社 

② ビニール使用量の削減 

原単位 

3.22（kg/百万） 

1％削減 

原単位 

3.19 
原単位 

2.84(11.8%削減) 

一言コメント：目標は達成出来たが、使用量は増加傾向に有る。 

用紙使用 

枚数 

全工場 

合計 
基準値：1,226,300 枚  実績値：1,032,000 枚 

ビニール 

使用量 

全工場 

合計 
基準値：22,490.00kg  実績値：28,950.00kg 

廃棄物 

排出量総計 

全工場 

合計 

実績値：8310.07t 

(有価を含む) 

3. 水資源使

用量の削減 

本 社 

・ 

本 社 工 場 

2020 年度基準 

原単位 

1.51  

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

1.49

原単位 

0.86 

(43.1 削減)

一言コメント：チラー冷却の効率化を進めている。 

群 馬 

第 ２ 工場 

2020 年度基準 

原単位 

0.03  

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

0.03

原単位 

0.02 

(39.8%削減)

一言コメント：小まめな節水活動を継続している。 

群 馬 

第 4 工場 

2020 年度基準 

原単位 

0.08 

（ /百万） 

1％削減 

原単位

0.07

原単位 

0.07 

(5.0%削減)

一言コメント：配管の老朽化による水漏れを注視していく。 

栃 木 

第 2 工 場 

2020 年度基準 

原単位 

0.02 

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

0.02

原単位 

0.01 

(45.4%削減)

一言コメント：小まめな節水活動が効果を表している。 
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取組項目 担当区分 
20 年度実績（基準値） 

（2020.6～2021.5） 

短期目標 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

短期実績 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5）

3. 水資源使

用量の削減 

群 馬 

第 5 工場

2020 年度基準 

原単位 

0.06 

（ /百万）

1％削減 

原単位 

0.06

原単位 

0.03 

(39.3%削減)

一言コメント：冬季の凍結防止の流水以外は、使用量は少ない。 

群 馬 

第 1 工場

2020 年度基準 

原単位 

0.12 

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

0.11

原単位 

0.06 

(44.9%削減)

一言コメント：省エネ(節水)の意識が高まっている。 

近藤倉庫 

2020 年度基準 

原単位 

0.00 

（ /百万）

1％削減 

原単位 

0.00

原単位 

0.00 

(82.9%削減)

一言コメント：メーター前の配管破損は、即座に復旧させた。 

群 馬 

第 3 工場 

      2020 年度基準 

原単位 

 0.03 

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

0.03

原単位 

0.02 

(39.4%削減) 

一言コメント：大型トラックの洗車を効率的に行い、大きな節水につながった。 

栃 木 

第 1 工場 

2020 年度基準 

原単位 

0.03 

（ /百万） 

1％削減 

原単位 

0.03

原単位  

0.02 

(40.1%削減) 

一言コメント：一人一人の節水意識が、結果として出ている。 

水資源 

使用量 

(上水) 

全工場 

合計 

実績値：20，218.00  
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取組項目 担当区分 
20 年度実績（基準値） 

（2020.6～2021.5） 

短期目標 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

短期実績 

（2021 年度） 

（2021.6～2022.5） 

4.化学物質の

削減 
全 社 

① 塗料 

使用量管理 

定期的に 

使用量管理 

総量 27,204.30Ｌ 

一言コメント：案件の増加に比例し、使用量は増加傾向に有る。 

② シンナー 

使用量管理 

定期的に 

使用量管理 

総量 18,158.00Ｌ 

一言コメント：案件の増加に比例し、使用量は増加傾向に有る。 

フリー素材の検討は継続する。 

5.端材等の

削減 全 工 場 

2020 年度基準  

① 総廃棄物量（鉄屑） 

原単位 

0.93（ｔ/百万） 

1.0％削減 

原単位 

0.92 

0.78 

(16.3%削減) 

一言コメント：廃棄量は増加しているが、目標を達成する事が出来た。 

2020 年度基準 

② 廃棄物量（ｽﾃﾝﾚｽ屑） 

原単位 

0.38（kg/百万） 

1.0％削減 

原単位 

0.36 
0.42 

(10.8%増加) 

一言コメント：ステンレス鋼を材料とした案件が入り、目標達成に至らなかった。

6.環境保全

取組実施率

の向上 全 社 

指標変更 指標変更 - 

一言コメント：2017 年版移行に伴い、環境への取組ﾁｪｯｸﾘｽﾄの取組率に指標を変

更
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(2)環境経営目標（中・長期） 

株式会社　内山製作所　　　2022年度　　環 境経営 目 標 作 成 日　：　2022.05.20

作 成 者  ： 　首藤　広一   　　

2022年（中期目標） 2023年（中期目標） 2024年（中期目標）

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

群馬第2工場
－福井ｰ

取組み項目
担当部署
担当責任者

環    境    目    標

１．-1　電気使用量
　　　　　の削減

本社工場
－首藤ｰ

栃木第2工場
－廣瀬－

群馬第4工場
－世利－

群馬第1工場
－長野－

群馬第5工場
－梁瀬－

１．-1　電気使用量
　　　　　の削減

近藤倉庫
－首藤－

栃木第1工場
－牧－

群馬第3工場
－長野－

全社

２．廃棄物量の
削減とリサイクル化
上段：用紙
下段：ビニール

全社

１．-2　燃料使用量
　　　　　の削減
上段：ガソリン
下段：軽油

　　EA21事務局
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2022年（中期目標） 2023年（中期目標） 2024年（中期目標）

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

85% 86% 87%

2021年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

2022年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

５．端材等の削減
上段：鉄屑

下段：ステンレス屑

全工場
－首藤－

６.環境保全取組
　実施率の向上

全社
－首藤－

定期的に使用量管理 定期的に使用量管理 定期的に使用量管理
４．化学物質の管理
上段：塗料
下段：シンナー

全社
－首藤－

栃木第1工場
－牧－

2023年度原単位を基準値として
原単位を前年度より1.0%削減

群馬第3工場
－長野－

近藤倉庫
－首藤－

群馬第1工場
－長野－

群馬第5工場
－梁瀬－

栃木第2工場
－廣瀬－

群馬第4工場
－世利－

群馬第2工場
－福井ｰ

取組み項目
担当部署
担当責任者

環    境    目    標

３．水資源使用量
　　の削減

本社工場
－首藤ｰ
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６． 環境活動計画の取組結果とその評価 と次年度の取組 

№ 項目

今年度
（2021年）
の目標

管理項目
実施事項

評価 評価、次年度の取組内容

１－１
電気使用量の削減
本社・本社工場

2020年実
績に対して
1％削減

新工場の正式稼働や設備の増改築が恒常的に行われた

他、事業所の所属人数も継続的に増えている。
今年度以降も複数年の経過観察による適正な目標値の検

証が必要となるが、特に本社・本社工場は第二種エネル

ギー管理工場に指定されているので、使用量を随時把握

する。

○

・不良品の削減と曲げ作業の効率化（ベンダー）

・生産効率向上（半自動溶接・ロボット溶接）
・機械の清掃、点検（レーザー、機械加工）

・出荷課起因の流出不良削減、

　フォークリフト稼働時間の縮小

・コンプレッサー圧力の適正管理

・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
群馬第2工場

2020年実
績に対して
1％削減

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）

・出荷課起因の流出不良削減、フォークリフト稼働時間の

縮小
・不要、不在時の照明消灯

・不要箇所冷暖房ﾀﾞｽﾄストップの徹底

・業務の効率化による設備稼働時間の縮小

○

・生産効率向上（半自動溶接）

・機械の清掃、点検（機械加工）

・出荷課起因の流出不良削減、
　フォークリフト稼働時間の縮小

・コンプレッサー圧力の適正管理

・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
群馬第4工場

2020年実
績に対して
1％削減

・不要、不在時の照明消灯

・不要箇所冷暖房ﾀﾞｽﾄストップの徹底

・機械の清掃、点検（レーザー）

・設備の時間差起動による最大電力の低減(デマンド管理)

・極寒期の水道凍結対策

◎

・生産効率向上（半自動溶接）
・設備の時間差起動による最大電力の低減

　(デマンド管理)

・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
栃木第2工場

2020年実
績に対して
1％削減

・不要、不在時の照明消灯

・エネルギー負荷の大きい水銀灯からLED照明への変更

・業務の効率化による設備稼働時間の縮小

・設備の時間差起動による最大電力の低減(デマンド管理)

○
・生産効率向上（半自動溶接・ロボット溶接）

・設備の時間差起動による最大電力の低減(デ

マンド管理)
・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
群馬第5工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械の清掃、点検（レーザー）
・不要、不在時の照明消灯

・不要箇所冷暖房ﾀﾞｽﾄストップの徹底

・極寒期の水道凍結対策

○
・機械の清掃、点検（レーザー）

・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
群馬第1工場

2020年実
績に対して
1％削減

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）

・出荷課起因の流出不良削減、フォークリフト稼働時間の
縮小

・塗装課起因の不良ゼロの維持と環境負荷物質の低減

・不要箇所冷暖房ﾀﾞｽﾄストップの徹底

・水銀灯のLED照明化

○

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）
・出荷課起因の流出不良削減、

　フォークリフト稼働時間の縮小

・キュービクル入れ替え検討

１－１
電気使用量の削減

近藤倉庫

2020年実
績に対して
1％削減

・照明不要時電源ＯＦＦの推進

・フォークリフト作業の効率化
◎

・出荷課起因の流出不良削減、

　フォークリフト稼働時間の縮小

・照明不要時電源ＯＦＦの推進

１－１
電気使用量の削減
群馬第3工場

2020年実
績に対して
1％削減

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）

・不要、不在時の照明消灯

・設備の時間差起動による最大電力の低減(デマンド管理)

○

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接）
・機械の清掃、点検（機械加工）

・不良品の削減と曲げ作業の効率化（ベンダー）

・設備の時間差起動による最大電力の低減

　(デマンド管理)

・不要、不在時の照明消灯

１－１
電気使用量の削減
栃木第1工場

2020年実
績に対して
1％削減

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）

・塗装課起因の不良ゼロの維持、環境負荷物質の低減

・出荷課起因の流出不良削減

・設備の時間差起動による最大電力の低減(デマンド管理)

◎

・生産効率向上（ﾛﾎﾞｯﾄ溶接、半自動溶接）
・出荷課起因の流出不良削減、

　フォークリフト稼働時間の縮小

・設備の時間差起動による最大電力の低減

(デマンド管理)

・不要、不在時の照明消灯

1-2
二酸化炭素排出量の

削減

（ガソリン）
2020年実
績に対して
1％削減

・アイドリングストップ等エコドライブの推進
・走行経路の効率化

・定期的な整備による燃費の向上

・車輛入替時におけるエコカーの優先検討

・安全運転教育の徹底

◎

・アイドリングストップ等エコドライブの推進

・走行経路の効率化

・定期的な整備による燃費の向上

　(タイヤの空気圧の適正化等)
・車輛入替時におけるエコカーの優先検討

・安全運転教育の徹底
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・製品梱包の効率化、過剰包装の逓減
・分別廃棄の徹底、リサイクル促進

・塗装の効率化を継続
・環境負荷を意識した製品の使用と材料購入

・環境負荷の小さい塗装法(カチオン)への移行推奨
・フリー素材の使用検討

№ 項目

今年度
（2021年）
の目標

管理項目
実施事項

評価 評価、次年度の取組内容

・アイドリングストップ等エコドライブの推進
・配送経路の効率化、荷積みの合理化
・定期的な整備による燃費の向上

　(タイヤの空気圧の適正化等)
・車輛入替時におけるエコカーの優先検討
・安全運転教育の徹底

・裏紙利用の徹底

・データ化による紙媒体縮小　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
製品梱包の効率化、過剰包装の逓減
・分別廃棄の徹底、リサイクル促進

◎

ﾋﾞﾆｰﾙ使用
量2020年
実績に対し
て1％削減

・製品梱包の効率化、過剰包装の逓減
・分別廃棄の徹底、リサイクル促進

○

1-2
二酸化炭素排出量の

削減

（軽油）
2020年実
績に対して
1％削減

・アイドリングストップ等エコドライブの推進
・配送経路の効率化、荷積みの合理化
・定期的な整備による燃費の向上
・車輛入替時におけるエコカーの優先検討
・安全運転教育の徹底

○

・裏紙利用の徹底
・データ化による紙媒体削減
　(スキャン推奨、バーコード管理)

3
水資源投入量
の削減

本社・本社工場

2020年実
績に対して
1％削減

・チラー冷却水の時間管理、使用量管理

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・チラー冷却水の時間管理、使用量管理

・機械設備、洗面所、トイレの節水
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

2
廃棄物の削減と
リサイクル化

用紙使用量
2020年実
績に対して
1％削減

3
水資源投入量
の削減

群馬第2工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

3
水資源投入量
の削減

群馬第4工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認
・冬季の凍結防止措置

○
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認
・冬季の凍結防止措置

3
水資源投入量
の削減

栃木第2工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底

・漏水防止の為の使用量定期確認
◎

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底

・漏水早期発見の為の使用量定期確認

3
水資源投入量
の削減

群馬第5工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認
・冬季の凍結防止措置

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認
・冬季の凍結防止措置

3
水資源投入量
の削減

群馬第1工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

3
水資源投入量
の削減
近藤倉庫

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

3
水資源投入量
の削減

群馬第3工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

3
水資源投入量
の削減

栃木第1工場

2020年実
績に対して
1％削減

・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水防止の為の使用量定期確認

◎
・機械設備、洗面所、トイレの節水徹底
・漏水早期発見の為の使用量定期確認

4 化学物質の削減

塗料

使用量管理
○

・塗装の生産効率向上
・環境負荷を意識した製品の使用と材料購入
・環境負荷の小さい塗装法(カチオン)への移行
　推奨
・フリー素材の使用検討を継続

溶剤
使用量管理

5 端材等の削減

(鉄屑)

2020年実績
に対して1％
削減

・歩留まり向上策の検討
・不良品の削減
・ネストの継続的見直し

○
・歩留まり向上策の検討
・不良品の削減
・ネストの継続的見直し

(ｽﾃﾝﾚｽ屑)
2020年実績
に対して1％
削減

・歩留まり向上策の検討
・不良品の削減

・ネストの継続的見直し
△

・歩留まり向上策の検討
・不良品の削減

・ネストの継続的見直し

6
環境保全取組
実施率の向上

取組の％
(に変更)

・感染症対策下における適正なアクション及び目標値の検
証
・エコアクション参画企業としての社員全体への意識向上

教育

-

・感染症対策下における適正なアクション及び目
標値の検証
・エコアクション参画企業としての社員全体への

意識向上教育
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７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

  7-1. 当社に適用となる主な環境関連法規 

主な適用法規 改定 当社の対応 遵守状況 

騒音規制法（法 2（1）､令 1） 

（法 10）（法 2（2））

群馬県の生活環境を

保全する条例（則 34（1）） 

栃木県生活環境の保

全等に関する条例 

（則 6別表 3（5））

2007.4.20 

・特定施設の届出（館林市・佐野市・邑楽町） 

規制基準の遵守義務

本社・本社工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 1工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 2工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 3工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

館林第 4工場 第 2種区域 55 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 5工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

栃木第 1工場 第 4種区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

栃木第 2工場 第 3種区域 60 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下

・空気圧縮機（原動機の定格出力 7.5kwi 以上） 

届出済 

振動規制法（法 2（1）、令 1） 

（法 2（2）、法 10） 

群馬県の生活環境を

保全する条例（則 35（2）別表

15） 

栃木県生活環境の保

全等に関する条例 

（則 6別表 3（5））

2000.3.28 ・特定施設の届出（館林市・佐野市・邑楽町） 

規制基準の遵守義務 

 規制基準遵守・ 

本社・本社工場 第 2種区域  70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 1工場 第 2種区域  70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 2工場 第 2種区域   70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 3工場 第 2種区域  70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 4工場 第 1種区域   65 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

群馬第 5工場 第 2種区域  70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

栃木第 1工場 第 2種区域  70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

栃木第 2工場 第 2種 A区域 70 ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

・空気圧縮機（原動機の定格出力 7.5kwi 以上） 

届出済 

消防法（則 9、則 12 4 ｲ（二）

（1）） 

2009.06.01 ・消火器の設置 

・定期点検の実施 

・変電設備の使用 ｷｭｰﾋﾟｸﾙの点検 

・変電設備届出 届出書の表示・保管 

・変電設備の位置、構造及び管理の基準順守 

・保守点検（委託業者）実施 

・委託業者との契約 

遵守確認済 

PRTR法 

（法 2（5）、令 3～令 5） 

労働安全衛生法 

（法 57 の 2）

2001.3.30 有害または有害の恐れのある化学物質の適正

管理 

・第一種指定化学物質の取り扱い届出 

・化学物質等安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ（SDS）の 

入手/提供 

対象化学物質の安全な取り扱い管理 

遵守確認済 
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主な適用法規 改定 当社の対応 遵守状況 

道路運送車両法  

（法 48）

道路法 

（法 43 の 2） 

貨物自動車運送法事業

輸送安全規 

則（則 2 の 2、則 3の 3、則 4） 

自動車 Nox・PM法（法 4）

2009.04.30 

（道路法） 

・登録・点検・整備 

・道路の保全 

・法定速度の遵守 

・燃料使用量の削減 

遵守確認済 

浄化槽法（法 5,11） 2008.12.1 ・届出書の確認 

・委託業者の清掃・点検結果の確認 

・指定検査機関の検査結果確認 

遵守確認済

廃掃法（法 12（2）、則 8、法 12

の 2（2）、則 8 の 13） 

2009.10.15 ・産業廃棄物の適正な保管、委託処理 

・保管基準（排出防止、掲示板等） 

・外部委託処理の書面契約 

遵守確認済 

フロン排出抑制法 

(法 41、則 2) 

2015.4.1 ・簡易点検（全ての空調機器） 1 回/3 か月  

・定期点検（7.5kW以上 50kW未満） 

 1 回/3 年 

遵守確認済

省エネ法 2019.6 2019 年度より特定事業者に該当 

2019 年度より第二種エネルギー管理指定工場

に該当(本社) 

・エネルギー管理統括者選任届提出 

・エネルギー管理企画推進者選任届提出 

・エネルギー管理員選任届提出 

・定期報告書、中長期計画書提出 

遵守確認済 

特定化学物質障害予防

規則 

2020.4 金属アーク溶接等作業についての健康障害防

止措置の義務化に対する準備 

①全体換気装置による換気の実施またはこれと

同等以上の措置を講じること。 

②溶接ヒュームテストの測定、その結果に基づく

呼吸用保護具の使用及びフィットテストの実施。 

③特定化学物質作業主任者の選任 

④特殊健康診断の実施(握力の測定等項目の

追加等) 

⑤その他の措置(作業場での飲食・喫煙の禁止

とその旨の掲示等) 

遵守確認済 

工場立地法 2020.04 ・敷地面積 9,000 ㎡以上又は建築面積 3,000 ㎡

以上 館林市の工業・工業専用地域 緑地面積

5%以上 

遵守確認済 

温暖化対策推進法 

(法 5、26) 

2020.04 ・事業活動に関し、温室効果ガスの排出の抑制

等のための措置を講ずるように努める。 

・温室効果ガス算定排出量の事業所管大臣へ

の報告(特定排出者としての報告) 

2021.07.27 

2020 年度分提出

済 
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7-2. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

    苦情はありません。尚、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 10年間ありません。 

８. 代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

各工場、原単位の目標値を軒並み達成している。 

これは喜ばしいことだが、昨年度と比べて売上が大きく増加しているのが大きな要因であり、無論、売上が増大

しているということは、生産量も設備の稼働量も増えているということになるのだが、資源の使用量は増加傾向にあ

るといえる。 

今年度以降も、全社的な省エネ活動及び啓蒙教育を行うとともに、(生産)設備の見直し、人材の適正配置、生産

拠点の集約あるいはリスクヘッジを考慮した分散等を恒常的に行うことにより、生産効率の向上を進めていく。 

 複数の生産拠点を持つということは、各生産拠点で特徴的な(特色となる)環境への負荷の軽減対策が検討され

てしかるべきであり、この点を各自が意識して欲しい。 

なお、今年度も、社員の安全衛生が軽視されないよう、研修・教育に注力すること。 


